
 

 

 

                     

 

                    第６号 平成 25年 10月 11日 

  

 １０月に入り、今週は暑さが戻りましたが、少しずつ秋の深まりを感じる季節になりました。 

 平成２５年度の後半がスタートしました。１年生は、先輩になる自覚をし、２年生は、最高学年

へ向けて意識し、３年生は、自分の進路実現に向けてひたすら努力する時期となっていきます。 

 

   感動の「清流祭」 
 ９月２７日、２８日生徒会最大の行事清流祭が開催さ

れました。役員の趣向を凝らしたオープニングやフィナ

ーレ、運動会では学級と担任が勝敗に一喜一憂し大

いに盛り上がりました。 

 運動会や音楽会では、学級ごと今までの練習の成果

を発揮し、素晴らしい団

結の力を見せてくれました。

また全校の皆さんは、一

日目よりも二日目と聞く態度もだんだん良くなり、一人ひとりが

成長した清流祭となりました。 

 PTA の役員の皆様にもバザー等やっていただきました。感謝で

す。 

 

   後半へ向けて ―家庭生活を振り返りましょう― 
 飲酒、喫煙、薬物乱用などの行為は、成長期の子どもたちの心身に甚大な影響を与え、健

康を損なう原因となります。 

 中学生は未成年ですので、これらの行為は、重大な犯罪行為です。北信地方の事例を見る

と、「休日や夜に友人と一緒に」という例が多いので、ご家庭での指導をお願いします。 

 

【全国学力・学習状況調査の状況】 

 先月、全国学力・学習状況調査（国語、数学と生徒へのアンケートによる学習状況）の結果

が公表されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国語については、日頃目にしたり、使ったりするものについては力がついています。さら

に、言葉同士をかかわらせて学習することが必要だと思われます。 

 数学については、学習したことは身についているものが多いと思われますが、理解の確実

さが欲しいと思われます。 

⇒自分で言葉を発して、説明したり、発表したりする活動を取り入れることでさらに力が伸 

 びると思われます。 

 生徒が回答したアンケートによれば、家庭での学習と地域とのかかわりにおいて課題があると思わ

れます。 

 家庭学習においては、「していない」と答えた生徒がやや多いです。 

⇒家庭での学習への取組みがさらに必要だと思われます。 

 地域との関わりにおいては、地域から褒められたり、注意されたりすると答えた生徒が比

較的少なく、また、近所の人に会ったときに、挨拶をすると答えている生徒も少ないです。 

⇒地域の大人がより子どもたちとかかわっていくことが必要だと思われます。 



＜３年生、有終の美を飾る＞ 

 昨日、「長野市中学校連合音楽会」が

行われました。本校３年生は、「ハレルヤ」

「決意」の２曲を演奏し、ホールいっぱい

に清流祭よりもさらに完成度の高い素晴

らしい合唱を発表してくれました。 

 夏休み前から昼休みをはじめ、時間を

有効に使いながら粘り強く練習したこと

が昨日の発表につながったと思います。

このメンバーで歌う合唱、この次の舞台は

卒業式です。思い出とともにそれぞれの努力を各自の力に代えてがんばっていきましょう。 

 

 

【保護者の皆様へのお願い】 

不審者に注意 

 ９/２４、２５日、１０/３に長野市や市内放送局ホームページに「長野市内の児童・生徒に危

害を加える」等の書き込みがされました。先週も各学年便りでお知らせしましたが、登下校や外

出の際は、十分注意するようご指導お願いします。 

 

人権教育参観日 ＜１１月８日（金）＞ 

 １０月２８日（月）～１１月８日（金）後期人権同和教育旬間が行われます。人権感覚を磨く大

切な１日です。最終日の８日には、授業参観、講演会を予定しております。例年他の参観日に

比べて、参加が少ないので、ご都合つけられ、多数の参加をお願いします。 

 

交通事故に遭わないために 

 「秋の日はつるべ落とし」のとおり、１７：３０を過ぎればもう真っ暗です。暗くなると車から歩行

者や自転車は見えにくくなります。また、朝あわてて家を出て事故に遭うというケースもあります。

子どもが家を出るときには、「車に気をつけて。」「とびだしはしないで。」「ヘルメットはかぶった

か。」等、一声かけていただきたいと思います。ご家庭でも繰り返しの指導が必要です。よろしく

お願いします。 

 

情報機器利用に伴うトラブルの多発 

 以前にもお願いしましたが、スマートフォンやミュージックプレイヤーを使い、LINE 等のアプリ

での友だちをつくり、いつのまにか争いとなり、生徒だけでは解決できないといったトラブルが

後を絶ちません。他校生や成人等とどのようなつながりになるかも予測できないでことや、全

世界につながっていることも忘れてはならないことです。子どもたちが誰とどのようなことを会

話したり、情報交換したりしているのか把握しながら、トラブルにつながらないようご指導をお

願いします。 

 


